
羽二重織の二重ルーバー

N I C C A I N N O VAT I O N C E N T E R　 b y  Te t s u o  K o b o r i  A r c h i t e c t s

N I C C A イノベーションセンター　 小堀哲夫建築設計事務所

D E TA I L S  U P  TO  DATE

トップライト工事：ナガオカサッシ工業

アルミルーバー工事：旭ビルウォール

アルミサッシュ工事：YKK ap

ガラス工事：日本板硝子

金属屋根工事：三晃金属，日鉄住金鋼板

竣工：2017年 11月

所在：福井県福井市

撮影：畑 拓

施工：清水建設
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垂直 Aℓルーバー
高温ふっ素樹脂
焼付塗装

斜め Aℓルーバー
高温ふっ素樹脂
焼付塗装
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斜め Aℓルーバー
3 5×1 0 0
高温ふっ素樹脂焼付塗装
（メタリック）

斜め Aℓルーバー
3 5×1 0 0
高温ふっ素樹脂
焼付塗装
（メタリック）

垂直 Aℓルーバー
3 5×1 0 0
高温ふっ素樹脂焼付塗装
（メタリック）

斜め Aℓルーバー
3 5×1 0 0
高温ふっ素樹脂焼付塗装
（メタリック）

垂直 Aℓルーバー
3 5×1 0 0
高温ふっ素樹脂焼付塗装
（メタリック）

垂直 Aℓルーバー
3 5×1 0 0
高温ふっ素樹脂焼付塗装
（メタリック）

長穴  1 4×4 0

S U S ボルト
M 6×2 0

S U S 高ナット M 6 S U S  六角穴付ボルト
M 6×1 0 5

S U S 高ナット M 6

S U S  φ1 0  
ℓ＝8 8 . 8

斜め Aℓルーバー
3 5×1 0 0
高温ふっ素樹脂焼付塗装
（メタリック）

垂直 Aℓルーバー
3 5×1 0 0
高温ふっ素樹脂焼付塗装
（メタリック）

塞ぎ  PL
Aℓ厚 2

塞ぎ  PL
Aℓ厚 2

リブ  PL－6

前後ジョイント
S U S ボルト M 6
S U S 高ナット M 6

仕上パネル
S t  PL-4 . 5
リン酸処理ジンクリッチ
ふっ素樹脂焼付塗装

仕上パネル
S t  PL-3
リン酸処理ジンクリッチ
ふっ素樹脂焼付塗装

仕上パネル
S t  PL-3
リン酸処理ジンクリッチ
ふっ素樹脂焼付塗装

リブ
S t  PL-6

仕上パネル  S t  PL-4 . 5
リン酸処理ジンクリッチ  ふっ素樹脂焼付塗装

仕上パネル
S t  PL-3
リン酸処理ジンクリッチ
ふっ素樹脂焼付塗装

S t  L-5 0×5 0×6

S t  L-5 0×5 0×6

S t  L-1 2 5×7 5×7

S t  L-5 0×5 0×6

S t  L-5 0×5 0×6

S t  L-5 0×5 0×6

S t  L-1 2 5×7 5×7

S t  □-1 2 5×4 0×2 . 3

S t  L-1 2 5×7 5×7

S t  L-
5 0×5 0×6

S t  L-1 2 5×7 5×7

S t  L-1 2 5×7 5×7

S t  L-5 0×5 0×6

垂直 Aℓルーバー
3 5×1 0 0
高温ふっ素樹脂焼付塗装
（メタリック）

垂直 Aℓルーバー
3 5×1 0 0
高温ふっ素樹脂焼付塗装
（メタリック）

Aℓ  厚 3
ふっ素樹脂焼付塗装

斜め Aℓルーバー
3 5×1 0 0
高温ふっ素樹脂焼付塗装
（メタリック）

斜め Aℓルーバー
3 5×1 0 0
高温ふっ素樹脂焼付塗装
（メタリック） S t  □-1 2 5×7 5×4 . 5

溶融亜鉛めっき

S t  □-5 0×5 0×3 . 2
溶融亜鉛めっき

B

B

ル ー バ ー 　 ユ ニ ッ ト 姿 図 　 1 ／ 4 0

B - B 断 面 詳 細 　 1 ／ 4ル ー バ ー 姿 図 　 1 ／ 4

ジ ョ イ ン ト 部 詳 細 　 1 ／ 4

A - A 平 断 面 詳 細 　 1 ／ 8

ダクトやパイプが錯綜する研究所では，天井

内にそれらを収納するのはメンテナンスやフ

レキシビリティの難点が多く，外に設備バル

コニーを設けて露出させることが一般的だ

が，工場然とした外観とならざるを得ない。

昨今では企業イメージを大切にして周辺環境

に寄与する外観が求められることが多くな

り，外部にルーバーをめぐらすことが多いが，

単なる目隠し機能以上の表現があるものは少

ない。この研究所では福井名産の縦糸と横糸

を交互に交差させる絹織物，羽二重織から想

を得て，縦ルーバーに共材のルーバーを斜め

に渡して下地とし，羽二重織と同様の深みの

ある表情を得た。最大4mの高さまで下地補
強なしで可能としているのは素晴らしい。縦

と斜め部材の交点ジョイントに工夫があり，

余計な部材が見えないのはよいし，面の出入

りを調整したり開口をバランスよく取るな

ど，美しいファサード実現のための工夫が凝

らされている。
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外装ルーバー
酸化チタン被膜  P V C 膜材  光触媒塗装

太陽軌道とガラス面の方位をパラメーターとして生成したルーバー形状

G r a s sHop p e r プラグインの L a d y b u g によって日射遮蔽量を検証

結果として生成されたグラデーショナルに変化するルーバー形状

メインラボ

オフィス

オフィス オフィス

B 部

A 部

基 準 階 平 面 　 1 ／ 6 0 0

ル ー バ ー 生 成 プ ロ セ ス

外 装 A 部 平 面 　 1 ／ 2 0 0

膜材による外装日除けルーバー

P e p t i D r e a m B l d g　 b y  TA K E N A K A C A R P O R AT I O N

ペプチドリーム新社 屋　 竹中工務店

D E TA I L S  U P  TO  DATE

施工：竹中工務店

膜ルーバー工事：太陽工業

サッシュ工事：三協立山 三協アルミ社

竣工：2017年 7月

所在：神奈川県川崎市

撮影：小川重雄
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S t  L-7 5×7 5×6
溶融亜鉛めっきの上，
D P 2 級塗装

S U S  M 1 2  ボルト
平 W＋キャップ付
Uナット S U S

膜材固定フレーム
Aℓ押出型材
3 7×9 0
ふっ素樹脂
焼付塗装

外装ルーバー
酸化チタ ン被膜 P V C 膜材
光触媒塗装

ホルダー
Aℓ型材
＠9 0～1 0 0

シリコン製ガスケット
（特注色）

柱  S t  φ2 6 7 . 4  耐火塗装

柱  S t  φ2 6 7 . 4  耐火塗装

ルーバー支柱
S t  φ1 6 5 . 2  厚 2 8

ルーバー支持材
S t  φ7 6 . 3  厚 1 6

外装ルーバー
酸化チタン被膜
P V C 膜材
光触媒塗装

方立  S t  F B-1 5 0×6 0

方立  
S t  F B-1 5 0×6 0
S O P

S t 厚 1 . 6
アクリル樹脂
焼付塗装

透明フロート
ガラス 厚 6

S t 厚 1 9

S t 厚 1 9

ハーフ P C 版の上，
ウレタン塗膜防水

外装ルーバー
酸化チタン被膜  P V C 膜材
光触媒塗装

天井
石膏ボード 厚 1 2 . 5 の上，
岩綿吸音板  厚 1 2

外装
ルーバー

化粧ボーダー
Aℓ  F B-6×1 3 0

床
タイルカーペット

天井
岩綿吸音板

Aℓ  □-1 5×2 5×1 . 5
ふっ素樹脂焼付塗装

L ow-E 複層ガラス

ルーバー支持材
S t  φ7 6 . 3  厚 1 6

床
タイルカーペット 厚 6 . 5

ハーフ P C 版の上，
ウレタン塗膜防水

軒天  水性アクリルシリコン樹脂塗装

1 ／ 1 0 0

1／ 1 0 0

1 ／ 1 0 0

1／ 1 0 0

バックボード
化粧珪酸カルシウム  厚 3 5

ルーバー支柱
S t  φ1 6 5 . 2  厚 2 8

膜材固定
フレーム

膳板
S t  厚 1 . 6  曲げ加工
アクリル樹脂焼付塗装

化粧ボーダー
Aℓ  F B-6×1 3 0

L ow-E 複層ガラス
L ow-E  厚 6＋
空気層  厚 8＋
強化  厚 8
飛散防止フィルム張

膜材固定フレーム
Aℓ押出型材 3 7×9 0

Aℓ  □-1 5×2 5×1 . 5  ふっ素樹脂焼付塗装

膳板
S t  厚 1 . 6  曲げ加工
アクリル樹脂焼付塗装

オフィス

FL
▽

D

D

C 部

E 部
膜 材 固 定 C 部 平 断 面 詳 細 　 1 ／ 3

D - D 断面（上）　 1 ／ 6 0， E 部断面詳細（右）　 1 ／ 1 5

膜 ル ー バ ー B 部 平 断 面 詳 細 　 1 ／ 1 5

国内では初めての，光触媒テント材によるブ

リーズソレイユである。素材とその形状から

ヨットの帆を連想するが，あくまでも太陽軌道

のシミュレーションから導き出された形と角度

とのことである。その条件は，オフィスの机上

に南東面からの日射を落とさないこと，加えて

多摩川から羽田空港へと広がる北側眺望の確保

であった。研究実験スペースと事務スペースを

一体にした構成で階高を5m確保，ルーバーの
高さも4.5mと思いのほか大きい。必然的に風

による影響が懸念されるが，膜材取付下地にア

ルミフレームを用いることで見付け90mmの
薄さを実現，1.2mの持出しとすることで，膜
材の最大たわみ100mmを許容できる架構とし
ている。光を透過拡散させる膜材の特性で日陰

側も明るくなる。今までの日陰をつくる装置と

してのブリーズソレイユのイメージが大きく変

わる。
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S t 厚 1 9

ハーフ P C 版の上，
ウレタン塗膜防水

外装ルーバー
酸化チタン被膜  P V C 膜材
光触媒塗装

天井
石膏ボード 厚 1 2 . 5 の上，
岩綿吸音板  厚 1 2

外装
ルーバー

化粧ボーダー
Aℓ  F B-6×1 3 0

床
タイルカーペット

天井
岩綿吸音板

Aℓ  □-1 5×2 5×1 . 5
ふっ素樹脂焼付塗装

L ow-E 複層ガラス

ルーバー支持材
S t  φ7 6 . 3  厚 1 6

床
タイルカーペット 厚 6 . 5

ハーフ P C 版の上，
ウレタン塗膜防水

軒天  水性アクリルシリコン樹脂塗装

1 ／ 1 0 0

1／ 1 0 0

1 ／ 1 0 0

1／ 1 0 0

バックボード
化粧珪酸カルシウム  厚 3 5

ルーバー支柱
S t  φ1 6 5 . 2  厚 2 8

膜材固定
フレーム

膳板
S t  厚 1 . 6  曲げ加工
アクリル樹脂焼付塗装

化粧ボーダー
Aℓ  F B-6×1 3 0

L ow-E 複層ガラス
L ow-E  厚 6＋
空気層  厚 8＋
強化  厚 8
飛散防止フィルム張

膜材固定フレーム
Aℓ押出型材 3 7×9 0

Aℓ  □-1 5×2 5×1 . 5  ふっ素樹脂焼付塗装

膳板
S t  厚 1 . 6  曲げ加工
アクリル樹脂焼付塗装

オフィス

FL
▽

D

D

C 部

E 部
膜 材 固 定 C 部 平 断 面 詳 細 　 1 ／ 3

D - D 断面（上）　 1 ／ 6 0， E 部断面詳細（右）　 1 ／ 1 5

膜 ル ー バ ー B 部 平 断 面 詳 細 　 1 ／ 1 5
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中央戸当りドアハンガー ブラケットハンガーレール

ドアハンドル

サムターン
シリンダー鎌錠

ガイドローラーガイドレール ストッパー

戸当り

門落

Aℓパンチングパネルンチングパネル
厚 1

S t □-3 0×3 0×2 . 3

S t  F B-9×5 0

ドアハンドル

ストッパーガイドレール S t  F B -9×5 0

英語には建具に相当する単語があるだろうか。建

具に近い fittingや fixtureから受ける印象は，器

具的で物理的だ。それに対して建具の概念は広範

で，空間を仕切るものの総称と捉えられている。

日本庭園などで立入禁止を示す止め石を建具と呼

ぶのは，いささか乱暴かもしれないが，一つの連

続する空間を，二つの領域，すなわち通行可能エ

リアと立入り禁止エリアに，止め石が仕切ってい

るのは間違いない。最も簡素な可動の建具が止め

石なら，最小の建具は境界を示す金属鋲だ。これ

ら建具のようなものの役割は，それらが記号的に

指し示す事柄を，私たちが共通認識としてもって

いるからこそ成立してきた。しかし複雑化し多様

化する現代にあって，止め石は跨ぎ越されてしま

うに違いない。建具もまた然り。何を仕切り，つ

なげ，通すのか，明確に体現できなければ，建具

の存在意義も一蹴されてしまう。

内への属性が強い半外の空間において，引込みや

引分けのスライドドアは，大開口を確保するのに

有効である（→Photo.1-3）。内部建具なら上吊り
か下レールの選択肢があるが，外部建具は可能で

あれば上吊りを採用したい。下レールで納める

と砂埃や錆び等によって，本来の建具重量より

重く動かしづらくなる（→Fig.2, 4）。上吊りの場
合，すべての建具重量がハンガーレールに掛かる

ので，それを支持できる取付け下地が必要になる

（→Fig.5）。上下のハンガーレールおよびガイド
レールと建具の間には，納まり上，クリアランス

が生じてしまうため，気密性や強固な守りは期待

しない。二次的な施錠と位置付ければ，面材の自

由度も増す。戸当りは，開閉時に勢いがついた建

具の衝撃をバランスよく受け止められるよう，上

下に取り付ける。ガイドレールに，水や砂埃が溜

まらないよう，ガイドレールに水抜きを設ける。

 外と半外の建具 

Fig.1

Photo.1　「西新小岩T邸」（設計：中辻正明・都市建築研究室）

Fig.2

 平 面 　 1 ／ 5 0
「西新小岩 T邸」

 姿 図 　 1 ／ 5 0
「西新小岩 T邸」
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外と半外，外と外 の建具

39216DETA I L No

ブラケット

ドアハンドル
S U S  φ3 0×2

サムターン
シリンダー鎌錠

S t  F B-9×4 4

F R P ルーバー

F R Pプレート 厚 3

S t  L-4 5×4 5×4

S t  L-4 5×4 5×4

S t□-3 0×3 0×2 . 3

ドアハンガーハンガーレール

ガイドローラー

A

A

ドアハンドル

戸当り サり サり サムターン
シリンダー鎌錠

S t  F Bり サS t  F Bり サり サ-り サり サ9り サり サ×り サり サ4 4り サ

サムターンシリンダー鎌錠

ドアハンドル
S U S  φ3 0×2

F R P ルーバー

S U S  PLPLP -3

ガイドレール

F R Pプレート
厚 3

S t □-3 0×3 03 0×2 . 3

ガイドローラー

S t  L-4 54 5×4 5×4

S t  F B-9×4 4

F R P ルーバー

S t  L-4 54 5×4 5×4

ブラケット

戸当り

戸当り

ハンガーレール

ドアハンガー

取付下地

Fig.3

Fig.5

Fig.4

Photo.2, 3　「八潮T. B.」（設計：中辻正明・都市建築研究室）

 平 面 　 1 ／ 5 0
「八潮 T.B.」

 姿 図 　 1 ／ 5 0
「八潮 T.B.」

 A - A 断 面 詳 細 　 1 ／ 5
「八潮 T.B.」
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外と半外，外と外 の建具 中辻正明
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天
井
最
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さ

 5
, 7

90

O Mソーラーシステムの空気の流れ　

エアコン（機械空調）の空気の流れ　

屋根
カラーガルバリウム鋼板  厚 0 . 4

軒天
珪酸カルシウム板
厚 6  E P

集熱パネル　
強化ガラス 厚 3 . 2

天井  有孔板  E P
垂木  米松  6 0×3 0 0  ＠4 5 5　

床
構造用合板  厚 1 5　

天井
珪酸カルシウム板
厚 6  E P

床  
タイルカーペット
厚 6 . 5

床  
タイルカーペット
厚 6 . 5

O Mハンドリング
ボックス

軒天より給排気

外気　

前後に移動可能な荘厳

天蓋可動パネル

床
黒御影石
ウォータージェット

長押  米松練付  2 5×6 2 0

キール梁  φ1 0 0  R O D

垂木
米松  6 0×3 0 0  ＠4 5 5　

床
旧本堂より移設
檜  厚 2 5

杉板  厚 1 5  

外陣側
（引違い襖）

引違い戸
（無双）

襖・障子
回廊側
（F I X 障子）

水盤　1F L
▽
▽設計 GL±0

1F L
▽
▽設計 GL

最高高さ
▽

軒高
▽

回廊 回廊外陣

外陣

内陣

内陣

後堂向拝

向拝

OM ソーラー
設備スペース

床下チャンバー

A

A

B 部

C 部

本 堂 平 面 　 1 ／ 2 0 0A - A 断 面 　 1 ／ 1 0 0

開口部を変化させる
「襖・障子の無双
建具」と，開閉とも
正面性をつくる
「引違い戸」

正 願寺
堀越英嗣  A R C H I T E C T  5

S H O G A N J I  T E M P L E
b y  H I D E T S U G U  H O R I K O S H I  A R C H I T E C T  5

施工：竹中工務店

造作木枠工事：ザイソウハウス

建具工事：末永製作所

構造：S造
規模：地上 1階
竣工：2012年 3月
所在：愛知県豊川市

撮影：小川重雄
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カラーガルバリウム鋼板  厚 0 . 4
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厚 6  E P
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強化ガラス 厚 3 . 2
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構造用合板  厚 1 5　
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厚 6  E P

床  
タイルカーペット
厚 6 . 5
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OM ソーラー
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A

A

B 部

C 部
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柱  米松  1 2 5×1 2 5

柱  ビルトボックス
S t-1 2 5×1 2 5×9

柱  ビルトボックス S t -1 2 5×1 2 5×9

S U Sフラッターレール

S U S  F B-6×5 0  加工

S U Sフラッターレール

S U S  F B-6×5 0  加工透明フロートガラス 厚 6

透明フロートガラス 厚 6

竪枠  米松  4 0×2 1 0

竪枠  米松  4 0×1 7 0

竪枠  米松  4 0×1 7 0

床  構造用合板  厚 1 5

間接照明

S t  H-2 9 4×2 0 0×8×1 2

化粧板
米松練付  1 5×1 4 0
@3 0 3

天井
珪酸カルシウム板  厚 6  E P

竪枠  米松  4 0×2 1 0

竪格子ピーラー

竪格子ピーラー

床  黒御影石
ウォータージェット

敷居  黒御影石
ウォータージェット

敷居
米松  4 0×8 3 . 5

敷居
米松練付  3 1 . 5×1 0 7

床  タイルカーペット
厚 6 . 5

床  タイルカーペット
厚 6 . 5

押縁  S U S  F B-6×5 0  加工

幕板  米松  4 0×2 1 0

透明フロートガラス 厚 1 5

幕板  米松  4 0×2 1 0

Aℓ  フラッターレール

Aℓ  フラッターレール

Aℓ  フラッターレール

枠  米松  黒色塗装 枠  米松  黒色塗装

枠  米松  黒色塗装

鴨居
米松  4 0×9 4

F I X 障子  タフトップ紙 F I X 障子  タフトップ紙

F I X 障子  タフトップ紙

F I X 障子  タフトップ紙

引違い襖 引違い襖

引違い襖

長押  米松練付  2 5×6 2 0

鴨居  米松練付  4 0×1 2 0

引違い襖

上部鴨居を示す

上部鴨居を示す

上部鴨居を示す

上部鴨居を示す

FL±0
▽

回廊 回廊

外陣

向拝 回廊 外陣

外陣側（引違い襖）回廊側（F I X 障子）

C 部 向 拝 - 回 廊 - 外 陣 建 具 断 面 詳 細 　 1 ／ 1 0

外 陣 - 回 廊 建 具 立 面 　 1 ／ 6 0向 拝 - 回 廊 建 具 立 面 　 1 ／ 6 0

B 部 建 具 平 面 詳 細 　 1 ／ 1 0

本堂は浄土真宗寺院の教えから，集会所にもなるように細い鉄骨

の柱と透明ガラスで広がりのある空間となるが，通常は東，南，

西面の開口部の姿を様々に変化させることができる「無双建具の

襖・障子」で囲まれている。この無双窓は，用途により開口部の

形や光を調整し，あるいは取り払うことで，瞑想する暗闇から外

部の田園風景と一体化する明るく伸びやかな環境まで，大掛かり

な装置なしで簡単に門徒の方々や参加者の手で，約30通りの質
感をもった光環境をつくり出すことができる。

正面の３カ所の入口はそれぞれガラスの竪格子の引違い戸となっ

ており，閉めた状態はもちろん，開け放って本尊が正面から見え

る状態でも，隣り合う引戸が一体化して整然と連続するように

ピッチと格子の寸法が決められている。　　　　　　　（堀越英嗣）
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S U Sフラッターレール

S U S  F B-6×5 0  加工透明フロートガラス 厚 6

透明フロートガラス 厚 6

竪枠  米松  4 0×2 1 0

竪枠  米松  4 0×1 7 0

竪枠  米松  4 0×1 7 0

床  構造用合板  厚 1 5

間接照明

S t  H-2 9 4×2 0 0×8×1 2

化粧板
米松練付  1 5×1 4 0
@3 0 3

天井
珪酸カルシウム板  厚 6  E P

竪枠  米松  4 0×2 1 0

竪格子ピーラー
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床  黒御影石
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敷居  黒御影石
ウォータージェット

敷居
米松  4 0×8 3 . 5

敷居
米松練付  3 1 . 5×1 0 7

床  タイルカーペット
厚 6 . 5

床  タイルカーペット
厚 6 . 5

押縁  S U S  F B-6×5 0  加工

幕板  米松  4 0×2 1 0

透明フロートガラス 厚 1 5

幕板  米松  4 0×2 1 0

Aℓ  フラッターレール

Aℓ  フラッターレール

Aℓ  フラッターレール

枠  米松  黒色塗装 枠  米松  黒色塗装

枠  米松  黒色塗装

鴨居
米松  4 0×9 4

F I X 障子  タフトップ紙 F I X 障子  タフトップ紙

F I X 障子  タフトップ紙

F I X 障子  タフトップ紙

引違い襖 引違い襖

引違い襖

長押  米松練付  2 5×6 2 0

鴨居  米松練付  4 0×1 2 0

引違い襖

上部鴨居を示す

上部鴨居を示す

上部鴨居を示す

上部鴨居を示す

FL±0
▽

回廊 回廊

外陣

向拝 回廊 外陣

外陣側（引違い襖）回廊側（F I X 障子）

C 部 向 拝 - 回 廊 - 外 陣 建 具 断 面 詳 細 　 1 ／ 1 0

外 陣 - 回 廊 建 具 立 面 　 1 ／ 6 0向 拝 - 回 廊 建 具 立 面 　 1 ／ 6 0

B 部 建 具 平 面 詳 細 　 1 ／ 1 0
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S t  PL-1 . 6 S t  PL-1 . 6

電磁ロック

電磁ロック

電磁ロック

電磁ロック

電磁ロック

上部扉
鋼製フラッシュドア
S O P

下部扉
鋼製フラッシュドア
S O P

水勾配

フランス落し

フランス落し

S t  PL-2 . 3

S t  PL-1 . 6 S t  PL-1 . 6

電磁ロック 電磁ロック

ピアノ蝶番 S t  PL-2 . 3ピアノ蝶番

あおり止めワイヤー用
アイボルト M 1 6

あおり止め
ワイヤー

ウエイト

ストッパー
S t  L

外部 荷捌き

外部

外部

荷捌き

荷捌き

FL
▽

AA

ア ク ソ メ 断 面 詳 細 　 1 ／ 8

A - A 平 断 面 詳 細 　 1 ／ 8

アトリエを

外部とつなぐ
両開き大段扉

H U N C H
本橋良介  内部美玲

H U N C H
b y  R y o s u k e  M O T O H A S H I ,  M i r e i  U C H I B E

施工： 醍醐建設
建具製作：サンヨウ窓建

構造：S造
規模：地上 6階
竣工：2017年 3月
所在：東京都大田区

撮影：長谷川健太
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S t  PL-1 . 6 S t  PL-1 . 6

電磁ロック

電磁ロック

電磁ロック

電磁ロック

電磁ロック

上部扉
鋼製フラッシュドア
S O P

下部扉
鋼製フラッシュドア
S O P

水勾配

フランス落し

フランス落し

S t  PL-2 . 3

S t  PL-1 . 6 S t  PL-1 . 6

電磁ロック 電磁ロック

ピアノ蝶番 S t  PL-2 . 3ピアノ蝶番

あおり止めワイヤー用
アイボルト M 1 6

あおり止め
ワイヤー

ウエイト

ストッパー
S t  L

外部 荷捌き

外部

外部

荷捌き

荷捌き

FL
▽

AA

ア ク ソ メ 断 面 詳 細 　 1 ／ 8

A - A 平 断 面 詳 細 　 1 ／ 8

アーティストの創作の場であるアトリエと外部との結節点として，既存ビルの2
層にわたり大扉を配した。これは手動で開閉可能な上下2段の両開き扉である。
開き方は2通り。下部のみを180度開き，車両用出入口として使用。または，上
下ともに90度開き，空へとつながる大きなヴォイドを吹抜けに取り込むことで，
アトリエを外部のような環境に導く。技術面では，扉の大きさゆえに，閉扉時の

負圧による扉の歪みが懸念され，各扉上下2点の固定が必要であった。上下に
ロッドを突き出すグレモン錠は適当だが，このサイズでは高い精度を要し製作が

難しい。そこでフランス落しに加え，計3対の電磁ロックを利用した。これによ
り，上方の解錠も手元のスイッチで行え，この扉サイズゆえのさまざまな課題に

対応できた。さらに，停電時も閉扉状態が保てるよう，召合せなど物理的なかか

りによる固定も行っている。また，扉の開閉は内部側からのみ可能だ。普段の出

入口は別に設えている。このような運用上の工夫によっても，セキュリティや開

閉の機構をシンプルに扱い，技術的課題を絞ることができた。（内部美玲　本橋良介）

左：上下閉じた状態
中：下部扉の電磁ロックのみを解除し，180度開いた状態でフランス落としを固定
右：上下扉を電磁ロックで連結したまま，上部扉と建物の間の電磁ロックを解除し，90度開いた状態でフ
ランス落としを固定。90度以上開かないようあおり止めワイヤーが動作
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C LTパネル  厚 9 0 露し

膳板
S t  PL-1 . 6  曲げ加工
アクリル焼付塗装

Te n s i o n  ro d  φ1 2 . 5

梁
S t  H-2 5 0×2 5 0×9×1 4

石膏ボード 厚 1 2 . 5×1 2 . 5
A E P

L ow-E 複層ガラス
L ow-E  厚 6＋
空気層  厚 1 2＋
フロート 厚 6

Aℓキャスト 厚 6
ふっ素樹脂焼付塗装

□-1 5 0×7 5×9×1 2 . 5

-1 5 0×7 5×9×1 2 . 5

-1 5 0×7 5×9×1 2 . 5

S t  F B-1 2×3 2
S O P

段板
C LT 厚 9 0

ピンφ8
L = 9 0

厚物合板用ビス
L = 7 0

P 6-1 6 0  @3 0 0
両側から

屋根
ガルバリウム鋼板
立はぜ葺
防水シート

手摺
S t  F B-1 2×3 2
S O P

幅広短冊金物
S D L 2 3 5
@8 0 0 以下かつ壁端部 1 2 0 m m 以内
（壁 C LTパネル 1 当たり 4カ所）

3 0×4 0 通し
N 7 5  @3 0 0＋パネルボンド K U
（床パネル施工後に接着釘留）

P 6-1 8 5  @6 0 0  千鳥

石膏ボード 厚 1 2 . 5  E P
構造用合板  厚 2 4＋厚 1 2

スクリュー  L = 6 5
2 列×3

P 6-1 8 5  @3 0 0

FL
▽

1F L
▽

2F L
▽

最高高さ
▽

FL
（GL+ 4 ,50 0）
▽

事務室

小屋裏

AA

C 部

断 面 詳 細 　 1 ／ 1 0

家の中に設えた
「屋根の中」
入間 の家
青柳創 + 青柳綾夏／ A O Y A G I  D E S I G N

構造設計：福山弘／福山弘構造デザイン

施工：ダブルボックス

構造：木造在来工法

規模：地上 2階
竣工：2017年
所在：埼玉県入間市

軸組構法の1階フレームの上に，厚さ90mmのCLTパ
ネルによる二等辺三角形の筒状断面の小屋裏が乗る構

成。古民家の小屋裏における暗がりから発想し，小屋裏

を余剰空間としてではなく，肥大化されあらかじめ計画

された空間とすることで，現代生活では失われている暗

がりをより日常の生活の中に取り込むことを試みた。
（青柳創＋青柳綾夏）

たとえば洞窟のように，均質で密実なものに包囲される
と，ただならぬ居心地を感じるのと同様に，「入間の家」
の小屋裏は，90mmの肉厚なCLTパネルで包み込まれ，
日常的な階下とは対照的な「屋根の中」の居場所をつく
り出している。そうかと思うと，上下階を切り分ける
CLTパネルの床は，90mmの薄さで「屋根の中」を日
常に近づけてもいる。

ROOF no.1

開放的

天井面の連続

屋外の侵入内 内

内（内）

外

外

外

内

内外での
天井面の連続

空間同士の
くびれた節目
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膳板
S t  PL-1 . 6  曲げ加工
アクリル焼付塗装

屋根
ガルバリウム鋼板立はぜ葺き
防水シート 厚 2
C LT  厚 9 0

Te n s i o n  ro d  φ1 2 . 5

梁
S t  H-2 5 0×2 5 0×9×1 4

石膏ボード 厚 1 2 . 5×1 2 . 5
A E P

L ow-E 複層ガラス
L ow-E  厚 6＋
空気層  厚 1 2＋
フロート 厚 6

Aℓキャスト 厚 6
ふっ素樹脂焼付塗装

□-1 5 0×7 5×9×1 2 . 5

-1 5 0×7 5×9×1 2 . 5

-1 5 0×7 5×9×1 2 . 5

S t  　-1 5 0×7 5×9×1 2 . 5  S O P
（屋根 C LT 板たわみ防止）

C LT 板継目補強手摺
S t  F B-1 2×3 2  S O P

床板受け
S t  　-1 8 0×7 5×7×1 0 . 5  S O P
ロールスクリーン

床
フローリング  厚 1 5
下地合板  厚 1 2
床暖房パネル  厚 1 2
構造用合板  厚 1 2
断熱材＋根太  厚 7 5

C LT 露し

床
C LT 露し

砕石敷き

土間コンクリート

天井
C LT 露し

柱
S t  φ6 5  S O P

造作収納
ラワン合板  厚 2 4  O S
（スイッチ・コンセント設置）

小屋裏

リビング
ダイニング

外壁
リシン吹付

FL
▽

最高高さ
▽

FL
（GL+ 4 ,50 0）
▽

事務室

最高高さ
▽

土台天端
▽

2F L
▽

AA

C 部

断 面 詳 細 　 1 ／ 4 0

最高の天井高は約7m。
大判パネルならではのスケール感

開口を越えて床が
延長されたバルコニー

ワンルーム内で
緩やかに領域を
わける造作収納

小屋裏空間は，
肉厚な90mm厚のCLTパネル露しに
よる統一的な仕上げに包まれる

CLTパネルは
構造材・仕上材だけでなく，
断熱材をも兼ねる

幅2.15m，長さ7.9mの
大判なCLTパネルをトラス状に
組み，それらが連続して
二等辺三角形のチューブを
形成している

90mm厚のCLTパネルは，
スラブとしてはシャープな
薄さで上下階を切り分ける

小屋裏とは対照的に
開放的な1階

妻側の壁面によって開口部は
絞られ，屋根の中は包み込まれた
雰囲気が増している


